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令和元年度第１回学長選考会議事概要 

 

 

Ⅰ 日 時 令和元年５月１０日（金）１３：３０～１５：０３ 

Ⅱ 場 所 本部第一会議室 

Ⅲ 出席者 相澤議長、能條委員、有江委員、中川委員、梶田委員、堀川委員 

     （陪席） 

中村監事、増田監事、宮﨑次長（総務・財務担当）、田中総務課長、 

加賀谷総務課副課長 

 

〇 議事に先立ち、宮﨑次長から、学長選考会議委員名簿に基づき、委員の紹介を行った。 

〇 配付資料の確認が行われた。 

 

Ⅳ 議事要旨 

１ 審議事項 

（１）学長選考会議に加える理事について 

次長から、配付資料に基づき、前理事の残任期間について後任の理事を学長選考会議委員

に加えることについて説明があり、審議の結果、堀川理事（総務・財務担当）を委員に加え

ることが承認された。 

 

（２）議長の選出について 

次長から、日比谷議長から辞任の申し出があった旨の説明があり、審議の結果、承認した。

引き続き、配付資料に基づき、議長の選出について説明があった。委員の互選により、相澤

委員が議長に選出された。 

 

（３）議事要旨の確認について 

議長の指示により、総務課長から、配付資料に基づき、平成３０年度第４回国立大学法人

東京農工大学学長選考会議（メール会議）の議事要旨について説明があり、これを確認した。 

   

（４）学長選考方法等の見直しについて 

   ①学長選考会議の任務について 

議長の指示により、総務課長から、配付資料に基づき、学長選考会議の任務について説明

があった。議長から、学長選考会議は、主体的に学長の選考を行うことについて重要な責任

と権限を有していることについてあらためて確認があった。 

②現行規程における学長選考のプロセスについて 

議長の指示により、総務課長から、配付資料に基づき、現行規程における学長選考のプロ

セス及び大学のガバナンス改革の推進を踏まえたこれまでの選考方法等見直しの経緯につい

て説明があり、内容を確認した。 

③学長選考方法等の見直しの方向性について 

議長の指示により、総務課長から、配付資料に基づき、学長選考方法等見直しの方向性に

ついて説明があり、意見交換を行った。 
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【内容確認及び意見交換の概要】 

 ・学長の任期について、中期目標期間と連動していなくてもよいのか。 

・各大学の事情により任期については種々ある。掲げる中期目標そのものより、学長に

より中期目標を達成する戦略の違いがあるものと考える。 

・学長選考基準の見直しについては、次期学長の選考基準として、改めて策定する。内

容について、追加修正等具体的に検討する。基本理念は大学憲章の中の記載であるこ

とを明記する。 

・学長選考会議の候補者への推薦の関与ということの意味合いについてはどう考えるの

か。 

・学長選考会議が策定する「学長選考会議基準」に叶う人物を推薦の条件としている。 

・各大学により推薦への関与の仕方は異なる。学長選考会議が直接候補者を推薦するケ

ースもある。 

・候補者の推薦について、学長選考会議又は経営協議会学外委員からの推薦も考えられ

る。現行の、応募者に対して５人の推薦者数は適切であるか。 

・所信表明会については、候補者のコミュニケーション力を確認することにもなり、行

うべきではないか。所信表明の文書だけでは内容の理解は難しい。 

・所信表明会を行うとするならば、学内にパブリックオピニオンを求めてはどうか。 

・学長選考会議が主体的に学長選考を行うものであり、所信表明会を行うことを決定す

ることについて学内の意見聴取は不要である。候補者は所信表明会を行うことを承知

の上で応募する。 

・推薦と学内意向調査と両方行う必要があるのか。 

・各推薦人が推す応募者が複数いることを想定しての意向調査である。 

・意向調査を実施しないとすることは、構成員に対する影響を考え、時期尚早である。 

・学長選考会議による面接については、積極的に行うべきと考える。所信表明会での対

応、意向調査の結果を踏まえて、最終的に学長選考会議委員が直接面接し、総合的な

判断を行う。 

・応募者が１人しかいない場合に、別候補を立てる必要はないか。 

・学長選考会議は応募者が学長に相応しい候補者かどうかを選考するものであり、応募

者が１人であれば１人に対して選考する。別候補者の推薦は不要。 

 

上記意見交換等を踏まえ、議長から、今後の検討事項として提案の５項目について次回検

討し、規程改正案を作成することの確認があった。 

 

（５）その他 

   議長の指示により、総務課長から、配付資料に基づき、今後の学長選考のスケジュールに

ついて説明があり、確認した。 

 

その他、用意した学長ビジョンについては、次回報告を行うこととした。 

 

      次回の学長選考会議は、７月５日（金）１３：３０から開催することとした。 
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配付資料 

   国立大学法人東京農工大学学長選考会議委員名簿  

 資料１ 学長選考会議に加える理事について 

 資料２ 議長の選出について 

 資料３ 
平成３０年度第４回国立大学法人東京農工大学学長選考会議（メール会議） 

議事要旨（案） 

 資料４－➀ 学長選考方法等の見直しについて ➀学長選考会議の任務 

 資料４－➁        ➁現行規程における学長選考のプロセス 

 〃 参考資料 1 国立大学法人東京農工大学学長選考会議規程の一部改正 

 〃 参考資料 2 国立大学法人東京農工大学学長候補者選考等規程の一部改正 

 〃 参考資料 3 国立大学法人東京農工大学組織運営規則の一部改正 

     〃 参考資料4-1 東京農工大学学長選考基準 

 〃 参考資料4-2 大学憲章 

資料４－➂ ➂学長選考方法等の見直しの方向性（たたき台） 

資料５   学長選考会議スケジュール（案） 

参考資料 東京農工大学ビジョン２０３０ 

  

  

  

  

  

  

  

 

   


